
日
本
跆
拳
道
の
基
礎
理
論

著
者

日
本
跆
拳
道
創
始
者

河

明
生

序

門
人
幸
福
へ
の
道

１

河
の
主
張

①
人
生
の
し
っ
か
り
し
た
根

根
が
し
っ
か
り
し
た
桜
は
春
に
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
る

②

か
ご
の
小
鳥
教
育
の
弊
害

い
つ
も
幸
福
で
満
足
で
喜
ん
で
い
ら
れ
る
人
生
は
な
い

③

理
想
は
鑑
の
よ
う
な
心

人
と
異
な
り
鏡
は
い
つ
ま
で
も
嫌
な
過
去
の
映
像
を
残
さ
な
い

④

優
れ
た
人
格
か
ら
の
影
響

親
の
影
響
だ
け
で
は
親
以
上
の
人
間
力
は
身
に
付
か
な
い

２

ノ
｜
ベ
ル
経
済
学
賞
受
賞
者

Ｊ
・
ハ
ッ
ク
マ
ン
の
主
張

Ｉ
Ｑ
の
よ
う
に
テ
ス
ト
を
解
く
能
力
は

人
生
の
諸
問
題
を
解
決
す
る
能
力
と
同
じ
で
は
な
い

高
い
Ｉ
Ｑ
が
か
な
ら
ず
し
も
高
次
元
の
人
生
を
も
た
ら
す
わ
け
で
は
な
い

良
心

忍
耐
力

自
己
抑
制
力
等
の
非
認
知
能
力
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す

高
次
元
の
人
生
を
歩
む
際
に

一
番
大
切
な
の
は
良
心

①
２
０
１
３
年

就
労
環
境
の
善
し
悪
し
や
賃
金
の
多
寡
で
も

学
力
等
の
認
知
能
力
だ
け
で
な
く
非
認
知
能
力
が
影
響
を
与
え
て
い
る

②
２
０
１
４
年

幼
い
時
か
ら
始
め
た
認
知
能
力
重
視
の
教
育
に
基
づ
く
Ｉ
Ｑ
の
高
さ
は
必
ず
し
も

持
続
し
な
い

認
知
能
力
だ
け
で
は
な
く
非
認
知
能
力
を
伸
ば
す
こ
と
も
大
切
で
は
な
い
か

３

幸
福
学

①
ハ
｜
ヴ
ァ
｜
ド
大
学
研
究

他
人
の
た
め
に
奉
仕
す
る
こ
と
で
幸
福
感
が
高
ま
る

例

難
病
患
者
が
同
じ
難
病
患
者
の
相
談
相
手
を
実
践

７
・
６
倍
幸
福
感
が
向
上

②
ハ
｜
ヴ
ァ
｜
ド
大
学
＆
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
研
究

幸
福
な
人
は
幸
福
な
人
と
交
流

幸
せ
な
友
人
が
１
人
増
え
る
と
幸
福
に
な
る
確
率
が
９
％
増

不
幸
な
知
人
が
１
人
増
え
る
と
幸
福
に
な
る
確
率
が
７
％
減

③
持
続
的
幸
福
度

物
質
的
な
快
楽
に
よ
る
幸
福
感
は
長
続
き
し
な
い

人
間
の
本
質
的
な
目
的
・
成
長
を
観
じ
る
も
の
が
幸
福
感
を
持
続
さ
せ
る

④
卒
業
写
真
等
の
デ
ュ
シ
ェ
ン
ヌ
・
ス
マ
イ
ル

幸
福
に
な
れ
る
環
境
に
順
応
す
る
個
性



Ⅰ
非
認
知
能
力

Ｎ
o
n

C
o
gn
i
ti
v
e

S
k
i
l
ls

一

教
育
の
類
型
化
に
基
づ
く
日
本
跆
拳
道
の
目
的

１

一
般
教
育
目
的

①
I
Ｑ
・
知
能
指
数

I
nt
e
ll

ig
e
nc
e

Qu
o
t
ie
n
t

知
性
・
教
養

学
び
問
う

墨
發

年
齢
を
基
準
と
し
た
国
家
が
期
待
す
る
知
能

と

同
一
年
齢
集
団
内
で
の
学
力
順
位

②
Ｓ
Ｑ
・
社
会
性
指
数

Ｓ
oc
i
al

Q
uo
t
i
e
nt

社
会
性
と
社
交
性

慣
習
尊
重
と
礼
儀
礼
節

２

宗
教
教
育
目
的

北
東
ア
ジ
ア
と
く
に

日
本
以
外
の
国
で
は
道
徳
教
育
は
宗
教
が
担
っ
て
い
る
。

西
欧
の
キ
リ
ス
ト
教

中
東
・
東
南
ア
ジ
ア
の
イ
ス
ラ
ム
教
等
人
生
の
道
徳
的
答
え
は

聖
書
や
コ
｜
ラ
ン
に
明
記
さ
れ
て
お
り

米
国
大
統
領
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に

ど
ん
な
に
成
功
し
て
も

宗
教
的
原
点
に
回
帰
す
る

一
流
ホ
テ
ル
の
部
屋
に

聖
書
や
コ
｜
ラ
ン
が
置
か
れ
て
い
る
理
由

む
し
ろ

日
本
が
特
殊
な
国
で
あ
る
と
み
な
す
べ
き
で
る

Ｍ
Ｑ
・
道
徳
指
数

M
or
a
l

Q
u
ot
i
e
n
t

倫
理
と
規
範

３

英
才
教
育
目
的

球
技
等
の
ス
ポ
｜
ツ
は

武
道
や
格
闘
技
と
は
異
な
り

才
能
こ
そ
が
す
べ
て
で
あ
る

努
力
が
才
能
を
越
え
る
こ
と
は
な
い

①
Ｃ
Ｑ
・
創
造
指
数

C
re
a
ti

ve
Q
u
o
t
ie
n
t

才
能

独
創
性

意
外
性

芸
術
性

②
Ｐ
Ｑ
・
身
体
能
力
指
数

P
hy
s
ic

al
Q
u
o
t
ie
n
t

競
技
毎
に
希
求
さ
れ
る
才
能

普
遍
性
無
し

例
え
ば
野
球
の
よ
う
に

球
を
打
つ
投
げ
る
捕
る
能
力
は

人
生
に
も
仕
事
に
も
必
要
が
な
い

よ
っ
て
野
球
が
下
手
で
も

幸
せ
に
な
れ
る
し

仕
事
で
も
成
功
で
き
る

し
か
し

殆
ど
の
野
球
少
年
は

試
合
に
で
れ
ず
劣
等
感
を
刷
り
込
ま
れ
て
辞
め
る

少
年
時
代
に
刷
り
込
ま
れ
た
劣
等
感
は

人
格
形
成
に
影
響
を
及
ぼ
し

後
々
の
人
生
や
仕
事
で
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る



４

武
道
教
育
目
的

①
Ｅ
Ｑ
・
精
神
指
数

E
mo
t
io

na
l

Q
u
o
ti
e
n
t

意
欲
・
勇
気
・
自
信

使
命
感
・
責
任
感

②
Ａ
Ｑ
・
逆
境
指
数

A
dv
e
r
si
t
y

Q
u
ot
i
en

t

自
制
心
と
忍
耐
力
・
根
性

打
た
れ
強
さ
と
回
復
力

二

自
己
人
格
の
客
観
視

履
歴
書
に
書
け
な
い
人
間
力

例
・
気
立
て
が
よ
い

自
己
の
非
認
知
能
力

人
間
力
の
ザ
ル
理
論

自
分
の
弱
点
の
認
識
と
克
服
決
意

三
日
本
跆
拳
道
七
大
精
神

一
、

信
義
・
約
束

礼
儀
礼
節

克
己

孝
精
神

感
謝
の
心

公
益
志
向

克
己
の
精
神
を
涵
養

文
武
両
道
を
志
す

礼
儀
と
信
義
を
重
ん
じ
る

家
族
感
謝
し
孝
を
心
が
け

社
会
感
謝
し
公
益
心
が
け

神
仏
を
尊
び
奉
仕
の
精
神



Ⅱ

潜
在
能
力
と
脳
力

一

人
間
の
潜
在
能
力
動

例

火
事
場
の
馬
鹿
力

二

脳
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

脳
は
視
覚
入
力
後

運
動
を
出
力
す
る
情
報
処
理
実
施

１

手
順
学
習
の
経
路

①
視
覚
座
標
系

前
頭
前
野
が
関
与
し

考
え
な
が
ら
動
く

②
運
動
座
標
系
前
頭
前
野
抜
き
に

考
え
ず
に
動
く

蹴
り

、
突
き
、
防

御
等

を
反
復

継
続
し
て

鍛
錬
す

る
こ

と
で

運
動

座
標

系
を
鍛
え

る

２

脳
内
の
機
能

①
小
脳

↓

運
動
の
空
間
的
巧
み
さ
に
関
連

②
大
脳
基
底
核

↓

運
動
の
円
滑
さ
に
関
連

③
腹
内
側
前
頭
前
野
の
中

前
傍
帯
状
皮
質
↓
人
の
心
の
推
測
能
力

機
械
相
手
で
は
発
達
不
可

３

脳
と
い
う
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
の
注
意
点

①
ゲ
｜
ム
等
の
情
報
刺
激
も
薬
物
等
の
物
質
的
刺
激
同
様
、

神
経
伝
達
物
質
の
濃
度
上
昇
と
い
う
生
化
学
的
信
号
に
変
換

②
脳
と
腸
内
フ
ロ
｜
ラ

脳
の
神
経
細
胞
１
千
億

腸
管
神
経
系
細
胞
１
億

腸
内
細
菌
の
一
部
が

脳
の
神
経
細
胞
を
刺
激
し

感
情
に
影
響
を
与
え
て
い
る

４

脳
と
骨
の
関
係

記
憶
力
や
臓
器
の
若
さ
維
持
と
免
疫
力
を
強
化
す
る
メ
ッ
セ
｜
ジ
物
質

①
骨
細
胞

骨
芽
細
胞

②
免
疫
細
胞

オ
ス
テ
オ
ポ
ン
チ
ン

③
オ
ス
テ
オ
カ
ル
シ
ン

記
憶
力
向
上



三

心
理
的
限
界

脳
が
最
大
筋
力
７
割
以
上
の
力
が
必
要
だ
と
判
断

自
分
の
体
が
壊
れ
な
い
よ
う
に
無
意
識
的
に
脳
の
リ
ミ
ッ
タ
が
抑
制
を
か
け
る

人
間
の
体
は
最
大
筋
力
か
ら
３
割
程
度
の
余
力
を
残
す
よ
う
脳
か
ら
命
令
を
受
け
て
い
る

１

例
外

危
機
的
状
況
下
・

愛
す
る
人
の
危
機

↓

火
事
場
の
馬
鹿
力
の
正
体

・
予
期
せ
ず
目
撃

瞬
時
に
助
け
た
い
！
と
い
う
強
い
感
情

↓

大
脳
辺
縁
系
が
興
奮

脳
の
前
頭
前
野
の
神
経
細
胞
の
末
端
に
本
能
的
な
情
報
を
強
く
速
く
送
る
ド
｜
パ
ミ
ン

・
記
憶
し
た
経
験
や
学
習
し
た
経
験
が
遮
断

・
自
分
は
ど
う
な
っ
て
も
い
い
か
ら
助
け
た
い
！

本
能
だ
け
が
突
出

最
大
限
筋
力
を
発
揮

２

心
理
的
限
界
の
克
服

潜
在
能
力
を
発
揮
す
る
一
流
選
手
の
メ
ン
タ
ル
ト
レ
｜
ニ
ン
グ

①
肯
定
ホ
ル
モ
ン
放
出

ド
｜
パ
ミ
ン

チ
ロ
ト
ロ
ピ
ン

ホ
ル
モ
ン
／
Ｔ
Ｒ
Ｈ

チ
ャ
レ
ン
ジ
ホ
ル
モ
ン

事
例

ⅰ

自
己
暗
示

ⅱ

自
発
的
興
奮

ⅲ

悪
例

薬
物

②
否
定
ホ
ル
モ
ン
抑
制

ア
ド
レ
ナ
リ
ン

、

ソ
マ
ト
ス
タ
チ
ン
等

そ
う
う
つ
精
神
病
・
自
殺
者
の
脳
内
に
多
い

③
脳
波
ア
ル
フ
ァ
波
訓
練

デ
ル
タ
波

３
Ｈ
Ｚ
以
下

シ
｜
タ
波

４
｜
６
Ｈ
Ｚ

ア
ル
フ
ァ
波

７
｜
１
３
Ｈ
Ｚ

↓

最
大
限
の
能
力
を
発
揮
で
き
る
脳
波

ベ
｜
タ
波

１
４
｜
３
５
Ｈ
Ｚ

↓

失
敗
の
脳
波

重
要
な
勝
負
時
に

脳
波
を
ア
ル
フ
ァ
波
と
し

リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
こ
と
で

鍛
錬
し
て
き
た
集
中
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
そ
な
え
る

意
識
と
潜
在
意
識
を
統
合
し

潜
在
能
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に

常
日
頃
か
ら
そ
な
え
て
お
く

３

瞑
想
・
黙
想

①
脳
の
ネ
ッ
ト
ワ
｜
ク
強
化

前
頭
前
野
と
海
馬
の
連
携

②
デ
フ
ォ
ル
ト
・
モ
｜
ド
・
ネ
ッ
ト
ワ
｜
ク

閃
い
た
時
と
何
も
考
え
て
い
な
い
時
の
脳

③
例

不
敗
の
軍
神
・
上
杉
謙
信
の
禅



Ⅲ

潜
在
能
力
発
揮
訓
練

日
本
跆
拳
道
稽
古

一

運
動
座
標
系
の
強
化

蹴
り
・
突
き
・
受
け
等

日
本
跆
拳
道
基
本
動
作
の
持
続
的
反
復
練
習

潜
在
意
識
に
日
本
跆
拳
道
技
術
の
記
憶
の
神
経
回
路
構
築

意
識
し
な
く
と
も
自
然
に
日
本
跆
拳
道
技
術
を
使
え
る
よ
う
に
訓
練

二

基
本
理
論
Ｆ

Ｍ
Ａ

１

Ｍ
の
強
化

①

質
量
の
集
中

ⅰ

力
の
打
撃
点
集
中

自
分

・
弛
緩
か
ら
緊
張

型

試
割

各
種
組
手

・
呼
吸
の
瞬
間
止
め
型

移
動
稽
古

・
有
効
打
撃
部
位
の
把
握
と
集
中

踵
で
蹴
り

拳
で
突
く

約
束
組
手

相
手

・
急
所
の
把
握

約
束
組
手

・
動
く
相
手
に
正
確
に
当
て
る

研
究
組
手

自
由
組
手

ⅱ

筋
力
の
正
し
い
活
用

・
腰
と
腹
の
回
転
を
攻
撃

防
御
の
方
向
へ
と
一
致

・
膝
の
屈
伸

上
下
運
動

サ
イ
ン
ウ
ェ
イ
ブ

型

移
動
稽
古

②

反
動
力
の
利
用

ⅰ

自
分
の
反
動
力

引
き
手

パ
ラ
メ
｜
タ
励
振

型

移
動
稽
古

ⅱ

相
手
の
反
動
力
利
用カ

ウ
ン
タ
｜

研
究
組
手

自
由
組
手



２

Ａ
の
強
化

①

速
度

ⅰ

基
礎
体
力

柔
軟
性
強
化

死
亡
事
故
等
防
止

下
半
身
筋
力
強
化

加
圧
運
動
効
果
無
し

ボ
ク
シ
ン
グ
基
礎
体
力
強
化
参
考

縄
跳
び

ⅱ

正
確
性

と
く
に
蹴
り

間
合
い

各
種
組
手

正
し
い
フ
ォ
｜
ム

型

移
動
稽
古

ス
ピ
｜
ド

か
ら
蹴
り

瞬
発
力

ミ
ｯ
ト
蹴
り

重
い
蹴
り

大
き
な
サ
ウ
ン
ド
バ
ッ
ク
蹴
り

総
合

蹴
武
型
の
反
復
練
習

②

速
度

ⅰ

体
重
移
動
時
の
均
衡

ス
タ
ン
ス
安
定

立
ち
方

飛
び
蹴
り
後
の
着
地

ⅱ

重
心
調
節
の
順
応
性

片
足
・
高
負
荷
で
も
倒
れ
な
い

移
動
稽
古

研
究
組
手

限
定
組
手

い
か
な
る
体
勢
で
も
蹴
れ
る

自
由
組
手

限
定
組
手



Ⅳ

日
本
跆
拳
道
流

丹
田
横
隔
膜
呼
吸

平
常
心
の
涵
養

一

生
命
力
向
上
の
酸
素

１

脳
と
酸
素

脳
を
活
性
化
の
為
に
は

大
量
の
酸
素
が
必
要

脳
が
消
費
す
る
酸
素
は

全
体
の
２
５
％

２

肺
の
機
能

肺
は
約
３
・
７
リ
ッ
ト
ル
吸
え
る

し
か
し
通
常
は

約
５
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
し
か
吸
っ
て
い
な
い

３

呼
吸
改
善
の
必
要
性

・
突
然
死

日
本
心
臓
財
団
調
査

突
然
死

１
位

ラ
ン
ニ
ン
グ

２
６
％

２
位

ゴ
ル
フ

１
３
％

３
位

水
泳

１
２
％

・
心
臓
発
作
、
高
血
圧
等
を
起
こ
す
過
度
の
緊
張
は
正
し
い
呼
吸
法
で
予
防

・
口
呼
吸
は
病
気
の
源

加
湿
不
十
分
な
乾
燥
し
た
冷
た
い
空
気
は
肺
を
痛
め
る

細
菌
が
口
腔
内
・
喉
に

直
接
進
入
し

粘
膜
に
炎
症
が
起
き
る

病
原
菌
が
肺
に
取
り
込
ま
れ

全
身
に
ば
ら
ま
か
れ
る

日
本
人
６
割
小
学
生
８
割

ぜ
ん
そ
く

花
粉
症

ア
ト
ピ
｜
性
皮
膚
炎

肺
炎

味
覚
・
嗅
覚
障
害

・
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群

４

吸
う
酸
素
量
の
低
下

・
文
明
の
利
器
Ｐ
Ｃ
・
ス
マ
ホ
等
の
発
達
に
と
も
な
う
猫
背
化

・
不
安
・
不
満

不
眠

情
緒
不
安
定

そ
う
・
う
つ

自
殺

５

胸
呼
吸
の
拡
散

・
赤
子
は
鼻
呼
吸

ほ
乳
類
の
口
は
食
べ
る
た
め
に
あ
る

・
ラ
ジ
オ
体
操
の
弊
害

胸
を
両
手
と
共
に
広
げ
る
胸
呼
吸
の
す
り
込
み



二

正
し
い
呼
吸
法

１

丹
田
呼
吸
法

腹
式
呼
吸
と
は
異
な
る

前
提

脳
・
延
髄
は

酸
素
を
吸
え

と
命
令
す
る
が

無
意
識
の
呼
吸
で
は

吸
っ
た
も
の
を
吐
け

と
は
命
令
し
な
い

定
義

意
識
し
て

吐
け

と
い
う
命
令
を

大
脳
皮
質
か
ら
出
す

延
髄
を
経
て

脊
髄
の
下
の
方
か
ら

腹
筋
に
伝
え
る
呼
吸
法

能
動
的
呼
気

意
識
し
て
吐
く
こ
と
で

横
隔
膜
を
刺
激
し

肺
機
能
を
高
め
る

意
識
的
に
腹
直
筋
・
外
腹
斜
筋
・
内
腹
斜
筋
等
の
腹
筋
を
収
縮
さ
せ
な
が
ら

腹
を
ふ
く
ら
ま
せ

へ
こ
ま
せ
る

呼
気
か
ら
吸
気
へ

吸
気
か
ら
呼
気
へ
変
わ
る
際
に

肛
門
を
締
め
る

下
腹
部
か
ら
ふ
く
ら
み
始
め
る
よ
う
息
を
吸
う

吐
く
と
き
は

上
部
の
腹
筋
を
無
視

下
部
の
腹
筋
を
意
識
的
に
絞
り

力
を
抜
く
こ
と
で

膨
ら
み
始
め
る

効
果

丹
田
呼
吸
で
身
体
が
温
ま
り

自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
わ
せ

細
胞
が
活
性
化
し
て

治
癒
力
が
高
ま
る



２

セ
ロ
ト
ニ
ン
神
経

・
セ
ロ
ト
ニ
ン
の
材
料
は
ト
リ
プ
ロ
フ
ァ
ン
と
い
う
必
須
ア
ミ
ノ
酸

神
脳
の
毛
細
血
管
を
介
し
て
脳
に
入
っ
た
ト
リ
プ
ロ
フ
ァ
ン
は

脳
幹
の
中
に
あ
る
縫
線
核
で
神
経
伝
達
物
質
・
セ
ロ
ト
ニ
ン
に
な
る

縫
線
核
の
神
経
細
胞
を
セ
ロ
ト
ニ
ン
神
経
と
よ
ぶ

・
セ
ロ
ト
ニ
ン
は
腸
管
や
血
小
板
等
で
作
ら
れ
血
液
と
共
に
全
身
に
回
る

血
清
Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
の
中
に
あ
っ
て

血
管
を
緊
張
Ｔ
Ｏ
Ｎ
Ｕ
Ｓ

収
縮
さ
せ
る
物
質
と
い
う
意
味
で
Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ｎ

・
睡
眠
時
は
殆
ど
動
か
な
い

目
覚
め
て
い
る
時

意
識
を
調
整

・

セ
ロ
ト
ニ
ン
神
経
は

重
力
に
抗
し
て
働
く
抗
重
力
筋
と
い
う
姿
勢
筋
の

足
・
腰
・
腹
・
背
骨
等
の
筋
力
に
つ
な
が
り

セ
ロ
ト
ニ
ン
神
経
の
末
端
は

抗
重
力
筋
の
神
経
に

よ
り
多
く
の
び
て
い
る
た
め

セ
ロ
ト
ニ
ン
神
経
が
活
性
化
す
る
と
足
腰
が
強
く
な
る

・

自
殺
者
の
脳
内
の
セ
ロ
ト
ニ
ン
は
極
め
て
低
い

自
殺
の
前
兆
は
う
つ

セ
ロ
ト
ニ
ン
の
レ
ベ
ル
が
低
い
と

う
つ
に
な
り
や
す
い



３

横
隔
膜

位
置

肺
の
下

肝
臓
等
の
上

境
目
に
あ
る

形
態

ド
｜
ム
の
よ
う
な
形

前
後
に
２
種
類

前
の
横
隔
膜
を
使
う
と

み
ぞ
お
ち
当
た
り
が
出
る

後
ろ
の
横
隔
膜
を
使
う
と

下
腹
が
出
る

動
き

吸
う
時

横
隔
膜
が
収
縮
し

ド
｜
ム
が
下
が
り

肺
が
広
が
る

吐
く
時

横
隔
膜
は
休
み

ド
｜
ム
は
上
に
伸
び

肺
が
狭
ま
る

強
化

一
呼
吸
ご
と
に
負
荷
を
か
け
て
鍛
え
る

効
果

不
安
や
恐
怖
の
感
情
の
原
因
ノ
ル
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
神
経
お
よ
び

興
奮
し
す
ぎ
る
ド
｜
パ
ミ
ン
神
経
を
抑
え
る
こ
と
で

突
然
・
不
意
・
予
期
せ
ぬ
物
事
に
動
じ
な
い
平
常
心
が
涵
養
で
き
る

４
深
い
呼
吸
と
浅
い
呼
吸

①

深
い
呼
吸
の
効
果・

深
い
呼
吸
に
よ
り

脳
と
神
経
が
落
ち
着
く

・
平
常
心
は
脳
波
の
ア
ル
フ
ァ
波
化
が
必
要

・
セ
ロ
ト
ニ
ン
神
経
の
活
性
化

・
情
動
ス
ト
レ
ス
の
記
憶
を
処
理
す
る
海
馬
も
抑
制

・
攻
撃
性
暴
力
性
が
抑
止

②
浅
い
呼
吸
の
弊
害

セ
ロ
ト
ニ
ン
神
経
が
鈍
化
す
る
と
思
考
低
下
し

プ
レ
ッ
シ
ャ
｜
に
弱
く
な
る

自
分
に
と
っ
て
都
合
の
悪
い
こ
と
を
受
け
入
れ
な
く
な
り

暴
力
的
に
な
り

キ
レ
易
く
な
り

衝
動
的
に
な
る



三

丹
田
横
隔
膜
呼
吸
法

*
具
体
的
方
法
と
訓
練
は
講
義
中
に
実
施

１

鼻
呼
吸
習
慣

ほ
乳
類
は
鼻
呼
吸

口
の
用
途
は
母
乳
と
食
物

肺
へ
ゆ
っ
く
り
入
り

酸
素
と
二
酸
化
炭
素
の
置
換
が
促
進
さ
れ
る

２

横
隔
膜
と
胸
骨
の
運
動

呼
吸
シ
ス
テ
ム
の
筋
肉
の
大
部
分
は

頚
椎
と
腰
椎
に
繋
が
っ
て
い
る
の
で
最
大
限
活
用
す
る

猫
背
を
や
め

背
骨
を
の
ば
す

よ
い
姿
勢
は

よ
い
呼
吸
に
通
じ
る

３

呼
吸
の
特
徴

腸
腰
筋
が
収
縮
し

結
合
し
て
い
る
背
中
側
の
横
隔
膜
を
引
っ
張
る

①

吸
う
と
き
４

②

吐
く
と
き
７

③

肛
門
を
し
め
る

四

結

・
平
常
心
を
保
ち

呼
吸
と
動
作
の
一
致

・
日
本
跆
拳
道
の
黙
想
や
起
立
時

動
作
の
す
べ
て
が
背
筋
を
の
ば
し
て
い
る

日
本
跆
拳
道
の
修
練
過
程
で

正
し
い
呼
吸
法
を
脳
及
び
身
体
に
叩
き
込
む

・
子
供
や
若
者
の
門
人

正
し
い
姿
勢
は

正
し
い
呼
吸
に
つ
な
が
る

正
し
い
呼
吸
は

正
し
い
発
育
に
つ
な
が
る

正
し
い
発
育
は

正
し
い
人
生
観
の
涵
養
に
通
じ
る

・
大
人
の
門
人

正
し
い
姿
勢
は

正
し
い
呼
吸
に
つ
な
が
る

正
し
い
呼
吸
を
重
視
し
た
運
動
は

正
し
い
睡
眠
に
つ
な
が
る

正
し
い
睡
眠
は

正
し
い
疲
労
回
復
に
つ
な
が
る

正
し
い
疲
労
回
復
は

正
し
い
脳
機
能
と
正
し
い
思
考
に
つ
な
が
る

正
し
い
脳
機
能
と
正
し
い
思
考
は

正
し
い
人
生
に
通
じ
る


